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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月27日(2013.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性共溶媒混合物に溶解する溶質を含む溶液であって、前記水性共溶媒が、前記共溶媒
混合物中に存在し、水とそれらの相対的比率で混和性のある少なくとも１種類のアルキル
ケタールエステルおよび水を含む混合物であり、前記アルキルケタールエステルが、式：
【化１】

（式中、ａは０または１～１２の整数であり；
　ｂは０または１であり；
　Ｒ１は水素、１～１８個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素基、または１個
以上のヘテロ原子で置換され得る飽和または不飽和炭化水素基であり；
　Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、独立して、メチレン、アルキルメチレン（前記アルキル基
は１個以上のヘテロ原子で置換され得る）、またはジアルキルメチレンであり、前記アル
キル基のいずれかまたは両方が１個以上のヘテロ原子で置換されていてもよく；
　Ｒ５は低級アルキルである）
を有する溶液。
【請求項２】
　前記溶質が、水９９％に対して１％以下の水溶性を有する少なくとも１種類の有機化合
物を含む、請求項１に記載の溶液。
【請求項３】
　前記溶質が、水混和性がやや低く、（１）アルキルケタールエステル、（２）界面活性
剤、（３）最高で約３０個の炭素原子を有する直鎖状、分枝鎖状もしくは環状の脂肪族炭
化水素、（４）２～２０個の炭素原子を有し、かつ沸点が少なくとも１００℃であり得る
α－オレフィン、（５）芳香族化合物、（６）各アルキル基が１～１２個の炭素原子を含
むモノアルキルベンゼンまたはポリアルキルベンゼン、（７）塩化アルカン、（８）臭化
アルカン、（９）テルペン、（１０）融点が４５℃未満であり、分子量が少なくとも１９
０であり、少なくとも１個のアミド基、もしくはエステル基、および（少なくとも８個の
炭素原子を含む）少なくとも１つのアルキル鎖を含み、かつ水９９％に対して１％程度の
水溶性を有する非イオン性有機化合物、（１１）グリコールエーテル、（１２）グリコー
ルエーテルアセテート、（１３）融点４５℃未満であり、かつ水９９％に対して１％以下



(3) JP 2012-528898 A5 2013.7.11

の水溶性を有する非イオン性有機シリコーン化合物、（１４）長鎖アルコールまたは（１
５）ワックスのうちの１つ以上から選択される、請求項１または２に記載の溶液。
【請求項４】
　前記水性共溶媒混合物が、分子量が２５０以下の水混和性が高い溶媒（複数可）をさら
に含む、請求項１～３のいずれかに記載の溶液。
【請求項５】
　前記溶質が水に対する前記溶質の溶解限度よりも高い濃度で存在する、請求項１～４の
いずれかに記載の溶液。
【請求項６】
　水およびアルキルケタールエステルを含む少なくとも１つの連続相を含むエマルション
であって、前記アルキルケタールエステルが、前記連続相に存在する水および前記アルキ
ルケタールエステルの相対的比率で水と混和性があり、構造：
【化２】

（式中、ａは０または１～１２の整数であり；
　ｂは０または１であり；
　Ｒ１は水素、１～１８個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素基、または１個
以上のヘテロ原子で置換されていてもよい飽和または不飽和炭化水素基であり；
　Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、独立して、メチレン、アルキルメチレン（前記アルキル基
は１個以上のヘテロ原子で置換されていてもよい）、またはジアルキルメチレンであり、
前記アルキル基のいずれかまたは両方は１個以上のヘテロ原子で置換されていてもよく；
　Ｒ５は低級アルキルである）
を有するエマルション。
【請求項７】
　請求項１から５のいずれかに記載の溶液または請求項６に記載のエマルションを含む、
洗浄製品。
【請求項８】
　硬表面用洗浄剤、オーブン用洗浄剤、油性洗浄剤、食器洗浄製品、洗濯用液体製品また
は軟表面用洗浄剤である、請求項７に記載の洗浄製品。
【請求項９】
　パーソナルケア洗浄製品である、請求項７に記載の洗浄製品。
【請求項１０】
　（ｉ）請求項６に記載のエマルションであって、前記洗浄製品が、分散相に存在する少
なくとも１種類の髪用コンディショナーをさらに含むエマルション、または
　（ｉｉ）請求項１から５のいずれかに記載の溶液であって、前記洗浄製品が少なくとも
１種類のの髪用コンディショナーをさらに含む溶液
を含む、請求項９に記載の洗浄製品。
【請求項１１】
　ａ）水を２０～９９重量％；
　ｂ）少なくとも１種類のアルキルケタールエステル（複数可）を０．１～２５重量％；
ならびに
　ｃ）少なくとも１種類の界面活性剤を０．１～２０重量％
を含む洗浄製剤であって、
　前記アルキルケタールエステルが構造：
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【化３】

（式中、ａは０または１～１２の整数であり；
　ｂは０または１であり；
　Ｒ１は水素、１～１８個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素基、または１個
以上のヘテロ原子で置換されていてもよい飽和または不飽和炭化水素基であり；
　Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、独立して、メチレン、アルキルメチレン（前記アルキル基
は１個以上のヘテロ原子で置換されていてもよい）、またはジアルキルメチレンであり、
前記アルキル基のいずれかまたは両方は１個以上のヘテロ原子で置換されていてもよく；
　Ｒ５は低級アルキルである）
を有する、洗浄製剤。
【請求項１２】
　水を５０～９５重量％、少なくとも１種類の界面活性剤を１～１０重量％、および構成
成分ｂ）を０．１～１０重量％を含み、さらに、構成成分ｂ）は、Ｍｅ－ＬＧＫ、Ｍｅ－
ＡｃＡｃＧＫ、Ｅｔ－ＡｃＡｃＧＫまたはＥｔ－ＬＧＫのうちの１種類以上である、請求
項１１に記載の洗浄製剤。
【請求項１３】
　水を１～８０重量％、アルキルケタールエステルを１～４０重量％、ならびに界面活性
剤を０．１～１０重量％含む洗浄製剤であって、
　前記アルキルケタールエステルが構造：
【化４】

（式中、ａは０または１～１２の整数であり；
　ｂは０または１であり；
　Ｒ１は水素、１～１８個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素基、または１個
以上のヘテロ原子で置換されていてもよい飽和または不飽和炭化水素基であり；
　Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、独立して、メチレン、アルキルメチレン（前記アルキル基
は１個以上のヘテロ原子で置換されていてもよい）、またはジアルキルメチレンであり、
前記アルキル基のいずれかまたは両方は１個以上のヘテロ原子で置換されていてもよく；
　Ｒ５は低級アルキルである）
を有する、洗浄製剤。
【請求項１４】
　請求項１１～１３のいずれかの組成物を汚れ基質と接触させることと、その後、除去さ
れた汚れと共に前記組成物の洗浄剤を除去することとを含む、汚れの基質を洗浄する方法
。
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